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市場主導型の混雑管理への移行検討に向けて、以下を目的とした
フィージビリティスタディ（FS)を実施。
• 欧米諸国や国内議論を踏まえつつ、系統混雑等の長期見通しを算

定し、混雑管理手法ごと（再給電方式・ゾーン制・ノーダル制）の費用
対効果を試算するとともに、各手法適用時の課題整理を行う。

• 市場主導型制御システムにおいて必要となるSCUC、SCEDロジッ
クに関して、既存技術の高度化・代替手法および新規技術について
調査・検討を行う。

事業の目的・目標

①試行的な費用対効果の検証【三菱総合研究所】
a）費用対効果の検証の前提条件の整理
b)系統混雑等の長期見通しの算定
c）試行的な費用対効果の検証

②既存技術の活用及び高度化の可能性調査
a)既存技術の高度化・代替する手法の調査・検討
【送配電システムズ・日立製作所】

b)新規技術の調査・検討
【電力中央研究所、テプコシステムズ、横浜国立大学、東京科学大学】

実施内容の概要

2025年の主な成果

①試行的な費用対効果の検証
• 全国の基幹系統を対象としたモデリングを実施
• 将来シナリオを検討し、PLEXOSを用いた将来の設備容量の推移

シミュレーションおよび市場シミュレーションによる系統混雑につい
ての分析を実施。

将来の太陽光発電の各エリア導入量の推移 将来のノード価格の一例

• 諸外国での市場主導型混雑管理への移行検討にあたっての課題を
整理

課題 概要
指摘のあった国
英 独 豪

1 価格リスク・価格変動
（ボラティリティ）

•価格の細分化（地点別・細分ゾーン化）により地域間の価格差
とボラティリティが拡大しやすく、ヘッジ困難化も相まって発
電・小売を含む市場参加者の価格リスク（収益・調達コスト不
確実性）が増大する。

〇 〇 〇

2 投資家心理／投資環境
／資金調達コスト

•価格変動・ベーシスリスク等による収益不確実性の増大と、
制度・ヘッジ手段（例：FTR等）の成熟度や移行設計の不透明
さが投資家のリスク認識を高め、資金調達コスト上昇や投資
延期を通じて再エネ・蓄電池等の投資環境を悪化させうる。

〇 〇 〇

3 投資シグナル／ロケー
ショナルシグナル
（立地誘導）の有効性

•価格細分化は理論上は立地誘導シグナルを強め得る一方で、
価格シグナルの不確実性や制度・計画による立地決定などの
制約により、安定した投資シグナルとして機能しない。

〇 〇 〇

4 市場の流動性・予見性
（ヘッジ/金融市場含
む）

•価格の細分化により取引が分散して流動性が低下しやすく、
市場支配力の顕在化やヘッジ市場（先物・先渡等）の機能低下
を通じて、価格形成の安定性・予見可能性が損なわれる可能
性がある。

〇 〇 〇

5 制度導入の困難さ
（移行期間・実装負荷・
人材/運用）

•ゾーン分割／ノーダル制の市場設計変更は評価（費用便益
等）・制度設計・システム改修・運用体制整備が大規模かつ長
期化しやすく、人材不足や合意形成の難しさも相まって、迅
速な導入が困難で脱炭素目標の時間軸とも衝突しうる。

•ゾーン制の場合、系統の混雑状況の変化に伴い適切な入札
ゾーンが変化するため、将来に渡って期待便益が維持される
保証がない。

〇 〇 〇

6 移行コスト・便益の不
確実性／便益が限定的

•移行に伴う市場システム・契約・運用の改修コストが大きい一
方、便益は不確実であり、資本コスト上昇や代替策（系統増
強・フレキシビリティ活用等）の方が有効な場合には、社会便
益が限定的・費用に見合わない可能性がある。

〇 〇 〇

②a)既存技術の高度化・代替する手法の調査・検討
• 次期中給システムに関連した、実運用システムとして必要となる厳

しい制約を満たすための最新の最適化演算の技術導入状況や計算
上の割り切り等に関して調査

本事業の成果を踏まえ、市場主導型制御システムの導入検討の促進・
制御ロジックの高度化の実現に貢献。

実用化・事業化の見通し

本成果の活用のイメージ

①試行的な費用対効果の検証
• 複数のシナリオにてシミュレーションを実施し、費用対効果の検証を

実施
②既存技術の活用及び高度化の可能性調査
• 調査やロジック検討について、引き続き検討するとともに2027年

度以降に詳細FSを実施予定。

課題・今後の取組

②ｂ)新規技術の調査・検討
• 将来中給機能のコンセプト提案およびロジックの検討を実施
• また、複数のテーマに関して、従来の電気工学に無い視点を数理学

的側面から検討
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